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1   はじめに 
[n]シクロパラフェニレン ([n]CPP) は，フェニレン
をパラ位でフープ状に連結した化合物であり，特徴

的なフープ状 π 電子系に由来する興味深い性質およ
び物性を有するため，近年注目を集めている．我々

は，その中でもフェニレンをさらに π 伸長した多環
芳香族化合物ユニットを用い，剛直な筒状構造を有

する化合物の合成と構造化学を報告してきた[1,2]．
今回，我々は含窒素 π伸長[n]CPP (n = 12, 16, 20) の
合成に成功し，その構造を単結晶 X 線構造解析によ
って明らかにした[3]． 

 
2   実験 
ジアザピレンを有するジボリル体を新規に合成し，

CsF存在下 PtCl2(cod)との錯形成を行った後，PPh3

を加えて還元的脱離を行った．この反応は，配位結

合能を有する窒素原子が存在しても上手く進行する

ことが分かり，その結果，含窒素 π伸長[n]CPP (n = 
12, 16, 20)をそれぞれ収率 4%，11%，3%の収率で得
ることができた．  

 
3   結果および考察 
含窒素 π 伸長[16]CPP について，CH2Cl2/MeOH 溶

液から良質な単結晶を得ることができ，KEK PF 
BL17A ビームラインにて測定を検討した．室温でキ
ャピラリー封入した試料から得たデータを用い，単

結晶 X線構造を明らかにした．その結果，直径 21.3 
Å の含窒素フープ状構造，ヘキシル基がフープ内に
編み込まれたパッキング構造および細孔構造を明ら

かにすることができた（図 1）． 
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図１. 含窒素 π伸長[16]CPPの結晶構造．(a) 分子構
造．(b) 編み込みパッキング構造．(c) 細孔構造．  

 
4   まとめ 
含窒素 π伸長[n]CPP (n = 12, 16, 20) の合成に成功

し，単結晶 X 線構造解析により巨大なフープ状構造
に由来する編み込み構造，細孔構造を明らかするこ

とができた．なお，本研究成果を記載した論文は選

考の結果，Editor’s Choiceに採択された[3]． 
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